
Ⅱ．事業評価個表

無

　  　      

　　　　　

　　　　　

　　　　　

　　　　　

倉内道ノ上線道路改良舗装工事（2工区） 指名競争入札 大泉建設株式会社 124,416,000

（３）交付金事業の成果目標の欄は、発電用施設周辺地域整備法第1条（目的）を踏まえて具体的に記載すること。

倉内道ノ上線道路改良舗装工事施工監理業務委託 指名競争入札 エイト技術株式会社 2,462,400

計 257,342,400

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無 交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 無

（備考）（１）事業ごとに作成すること。 

（４）交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。

（５）交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（６）交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（７）成果及び評価に係る第三者機関等を活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、その名称及び構成員等を記載
　　　すること。

（２）番号の欄は、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額（単位：円）

倉内道ノ上線道路改良舗装工事（1工区） 指名競争入札 株式会社鳥山土木工業 130,464,000

交付金事業の成果目標
　本路線を地区住民の生活道路や緊急時における避難路及び救難・消防活動の道路等として新設することにより、地
区の交通安全の確保を図るほか、広報誌によりＰＲすることで理解を促進するものである。

交付金事業の成果指標 　上記成果目標を達成するため、道路区分第3種第4級を確保し歩道を付帯させることとする。

交付金事業の成果及び評価
　本路線の改良工事は平成29年2月上旬に完了し、翌月に地区住民の生活道路及び緊急時の避難道路として供用開始す
ることができた。また、交付金事業の目的や成果等について、広報誌により理解を促進することができた。

総事業費（単位：円）

交付金充当額 232,770,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 232,770,000

232,770,000

(257,342,400)

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 六ヶ所村

交付金事業実施場所 六ヶ所村大字倉内字道ノ上地内

交付金事業の概要
　本路線は国道338号倉内バイパスから村道倉内蒼前堂線を接続する新規路線であり、当区間は狭隘で大型車両の通行
に支障をきたしていることから、地区住民の生活道路や緊急時における避難路及び救難・消防活動の道路等として新
設することにより、地区の交通安全の確保を図るものである。（L=1,213.5m、車道W=5.5m、歩道W=2.5m）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

倉内道ノ上線道路改良整備事業


